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新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に伴う在留資格認定証明書の有効期間（延

長）について 

 

出入国在留管理局より、新型コロナウイルス感染症の影響により、『入国を予定してい

ながら、既に交付を受けた在留資格認定証明書の有効期間（３か月間）内に入国できない

方の在留資格認定証明書』を、当面の間、『６カ月間』有効なものとして取り扱う旨の通

知がありました。 

また、来日予定の留学生・外国人研究者が、交付後３カ月以上経過した在留資格認定証

明書を使用して日本国査証（ビザ）を申請する場合は、『引き続き、在留資格認定証明書

交付申請時の活動内容どおりの受け入れが可能であることを記載した文書』（以下『追加

文書』という。）が必要になります。（別紙参照） 

  なお、『追加文書』の様式・記載内容の詳細につきましては、当該外国人がビザを申

請する在外公館に確認の上、A4本紙（所属予定の部局長の押印必要）を提出する必要があ

ります。追加文書が必要な方は、受入教員又は所属予定部局にご依頼ください。 
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